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愛媛県では、「愛媛県人口ビジョン」を踏まえた「第２期愛媛県版まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、各種施策に取
り組んでいますが、これらの取組みを効果的に推進し、県内人口の自然減の歯止め、県外への流出の是正を着実に進めていくため
には、国と地方が協働し、同じベクトルで地方創生に取り組んでいかなければなりません。
本提言は、自治体の独自性の発揮や実需につながる施策・アイデアなど、実効ある地方創生の具体的取組みを行っていくうえで

支障となる国の関与や規制の見直し等について、「チーム愛媛」として、現場を知る立場から「地方創生実現に向けた提言」とし
て取りまとめたものです。

≪目指す目標≫
【合計特殊出生率】

2040年に2.07（人口置換水準）

まで上昇
【社会増減】

2020年代に社会減の解消
（人口流出入の均衡）

2060年推計
約82万人

2060年目標
約103万人

（万人）

愛媛県版 まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、下記の３つの目標と具体的施策を示すことで、県内人口の自然減の歯止め、社会減
の是正の着実な推進を図る。

【基本目標 １】
地域に働く場所をつくる・人を呼び込む
(1) 産業力の強化と成長産業の育成
(2) 良質な雇用の場の創出と次代を担う人材の確保
(3) 移住・定住の促進
(4) にぎわいの創出による交流人口の拡大

【基本目標 ２】
出会いの場をつくる・安心して子どもを生み育てる
(1) 若い世代の自立と出会いの支援
(2) 子ども・子育て支援の充実
(3) 子どもや親子に安心な環境の整備
(4) 子育てと仕事の両立支援

【基本目標 ３】
元気で持続可能な地域をつくる・いつまでも
地域で暮らせる
(1) 安心できる環境の整備
(2) 心豊かに暮らせる地域づくり
(3) 地域連携による協働のきずなづくり
(4) 地域を支える担い手の確保

第2期愛媛県版 まち・ひと・しごと創生総合戦略

本提言が、今後の人口減少に伴う様々な課題への対応の一助となるとともに、地方創生の取組みを加速させるものとなることを
期待します。

令和４年７月
愛媛県行政改革・地方分権推進プロジェクトチーム

（万人）

（年） （年）

（出典：愛媛県人口ビジョン）
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１ 地方創生の取組みの支障となるものの解消に向けて

（１）地方創生の取組みを加速させるために

提言１ 地方分権改革に関する提案募集方式の対象拡大

P3
提言２

地方の意見を踏まえた地方創生の実現に向けた実効性のある支援・制度
の見直し

提言３
デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進に係る総合的な支援の充
実と基盤整備の促進

P4

提言４
企業におけるＤＸ推進に向けたローカル５Ｇの活用及びデジタル人材の
確保・育成

P5

提言５ 最新ＩＴ技術を活用した行政運営効率化への支援 P6

（２）自主財源の確保に向けた制度の見直し

提言６ 自動車税滞納整理の効率化のための制度見直し P7

（３）地方の取組みに対する制度要件の緩和

提言７ 外国人技能実習制度２号職種への「林業」の追加

P8
提言８

幼稚園等に通園する児童養護施設入所者における副食費の取扱いの見
直し

（４）新たな行政体制のあり方検討

提言９ 国家的なリスクや課題に対応した行政体制のあり方の検討 P９

２ 地域に働く場所をつくり、人を呼び込むために

（１）産業力の強化と成長産業の育成

提言10 指定野菜価格安定対策事業における共同出荷割合の引下げ
P10

提言11 高機能素材を活用した産業創出への支援

提言12 海外における日本の地名の商標登録問題への取組強化 P11

提言13 海事産業への支援の強化 P12

（２）移住・定住の促進

提言14 都市部からの人材確保や関係人口の拡大に向けた対策の強化 P13

（３）にぎわいの創出による交流人口の拡大

提言15 サイクリングコースを案内するブルーラインの規格統一 P14

提言16 地方の創意工夫を生かした自転車関連施策の推進に対する支援 P15

３ 出会いの場をつくり、安心して子どもを生み育てるために

（１）子ども・子育て支援の充実

提言17
地方単独で行っている子ども医療費助成の全国一律の制度化及び財源
措置

P16

（２）子どもや親子に安心な環境の整備

提言18 安全・安心な教育環境設備に関する支援 P17

提言19 教員の業務負担軽減に関する支援 P18

提言20 教育の情報化の促進に関する支援 P19

提言21 ＳＴＥＡＭ教育の推進と情報教育・産業教育の実践 P20

提言22 きめ細かな不登校対策等に関する支援 P21

４ 元気な地域をつくり、いつまでも地域で暮らせるようにするために

（１）安心できる環境の整備

提言23
~西日本豪雨災害を踏まえて①~
被災者生活再建支援制度の適用拡大

P22

提言24
~西日本豪雨災害を踏まえて②~
店舗等の非住家の被害認定に係る指針の明確化

提言25
~西日本豪雨災害を踏まえて③~
防災情報の収集伝達システム整備に係る財政措置の拡充 P23

提言26 離島航路に係る対象航路の拡大

提言27 離島振興法の改正・延長 P24

提言28
ドクターヘリの運航に係る新たな支援制度の創設及び医療提供体制推進
事業費補助金制度の改善

P25

提言29 災害医療従事者の育成に係る財政支援制度の創設
P26

提言30 地方単独医療費助成に対する国庫負担金等の減額措置の廃止

提言31 届出による救急医療病床の設置
P27

提言32 発達障がい早期支援体制の充実

提言33 外国人介護人材の確保に関する各種制度等の要件の緩和 P28

提言34 原発の円滑な廃炉に向けた各種措置 P29

提言35 資源循環の促進に向けた取組の強化 P30

提言36 家畜伝染病に対する防疫体制の強化 P31

提言37 複数の都道府県をまたがる産業廃棄物収集運搬業等の許可 P32
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提 言 2 地方の意見を踏まえた地方創生の実現に向けた実効性のある支援・制度の見直し 【内閣府】

現 状

• 地方創生推進交付金及び地方創生拠点整備交付金の予算措置や同交付金の地方負担分に係る地方財政措置をはじめとした所要財源はこ
れまで確保されてきたが、今後も同等以上の財源が継続的に確保されなければ、地方自治体における総合戦略に沿った計画的な事業推
進に支障が生じる。

• 国において、未来技術を活用した地方の取組みを支援するため地方創生推進交付金に新設されたSociety5.0タイプは、交付金対象事
業の開始前までに一部でも技術実証・実証実験を行っている必要があり、これから地方で独自に未来技術を活用した取組みを開始する
ような芽出しの事業では活用が難しいため、地方での未来技術の活用促進につながらないおそれがある。

提 言

• 地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進に必要な財源を確実に確保すること。

• 令和２年度当初予算から地方創生推進交付金に新設されたSociety5.0タイプにおいて、交付金対象事業の開始前までに一部でも技術
実証・実証実験を行っている必要がある旨の要件を緩和すること。

効 果

• 必要な財源を確保することで、県内各自治体が総合戦略を引き続き強力に推進し、地方創生への波及効果をさらに拡大させることがで
きる。

• 交付金の要件が緩和されることで、これから地方で独自に未来技術を活用した取組みを開始するような芽出しの事業での活用が可能と
なるため、全国各地で未来技術を活用した取組みが積極的に展開されることにより地域課題の解決を図ることができるとともに、国が
第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で目標に掲げる「地域におけるSociety5.0の推進」につながる。

提 言 1 地方分権改革に関する提案募集方式の対象拡大 【内閣府】

現 状

• 国が直接執行する事業の運用改善や補助制度が現場の実情と乖離していることを受けた補助率等の見直しについては、提案募集の対象
外となっている。

• 過去に提案した案件のうち、国が対応しなかった場合でも、前回とは異なる新たな支障事例がない限り検討の対象外となっている。

提 言

• 募集の対象を自治体の事務に限定せず、国や民間が実施する事務についても、制度改正の余地のあるものについては、現に具体的支障
事例が無い場合も含めて、提案募集の対象とすること。

• 過去に提案した案件であっても、複数の地方公共団体から提案があった場合や社会情勢の変化により課題が明確になった場合について
は、新たな課題として改めて検討の対象とするなど、実効性のある運用に向けて提案の内容を拡充すること。

効 果
• 自治体の事務か否かを問わず、現場を知る自治体が改善提案を行い、関係省庁が真摯に検討を進めるよう改善することで、地方が抱え
る課題の解消につながるとともに、地方創生の取組みを加速できる。
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提 言 3 デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進に係る総合的な支援の充実と基盤整備の促進 【内閣府・総務省】

現 状

• デジタル技術の活用による地域課題の解決が地方創生の鍵となる中、コロナ禍への対応も踏まえた社会全体のＤＸ推進が急務となって
おり、地方においても、ＣＤＯ（最高デジタル責任者）の設置をはじめとする推進体制の構築とともに、高度な知見等を有する外部デ
ジタル人材の活用が不可欠である。

• 国、地方ともに外部人材の活用が加速する中、地方の実情に即した人材を独自に適宜確保することは容易でなく、都市部に集中するデ
ジタル人材を地方において確実に確保し、必要とする期間にわたり活用できる効果的な仕組みとして「人材バンク」の構築が必要であ
るとともに、地元の人材をデジタル人材へと成長させるための人材育成も喫緊の課題となっている。

• デジタル技術により住民生活の質の向上を図るためには、効果的な活用を支える情報通信基盤が必要であるが、本県の光ファイバ整備
率は98.5％（令和３年３月末現在）にとどまり、離島や山間部など不採算地域での整備が課題となっているなど、条件不利地域を多
く擁する地方において、都市部との整備格差が生じており、５Ｇ基地局整備においても同様の懸念が危惧される。

• ローカル５Ｇについては、柔軟な整備により地域経済の活性化につながることが期待されているが、高額な導入経費が負担となってい
ることから、活用促進に向けては更なる財政支援が必要である。

提 言
• 地方創生の実現に向けたデジタル人材の確保などＤＸ推進の総合的・恒常的な支援の充実を図ること。

• 都市部と格差の生じない情報通信基盤の整備促進を図ること。

効 果
• ＤＸの推進を通じた地域課題の解決による持続可能な地域社会の実現につながる。

• 地方での新たな市場創出等を通じた地域経済の活性化が図られる。



提 言 ４
企業におけるＤＸ推進に向けたローカル５Ｇの活用及びデジタル人材の確保・育成

【内閣官房・総務省・経済産業省】

現 状

• コロナ禍が企業経営に深刻な影響を及ぼす中、テレワークやＥＣなどデジタル化に取り組む動きが中小企業等にも拡大しており、その
基盤となる第５世代移動通信システム（５Ｇ）への期待も高まっている。

• ５Gについては、令和２年３月の商用サービス開始以来、携帯電話事業者による基地局の整備が進んでいるものの、サービスの提供エ
リアは限定的となっている。今後、地方の企業においてＤＸを推進していくためには、個別にネットワークを構築・利用できる「ロー
カル５Ｇ」の活用が重要となるが、システム構築費用が高額となるため、中小企業では導入が進んでおらず、国の支援も殆どない状況
にある。

• 令和２年度情報通信白書によると、５Ｇに関心がある企業は全体の約67％だったが、企業規模でみると、中小企業では約51％と関心
が低い状況にある。また、中小企業がＤＸを推進する上でのハードルとして「専門人材」「コスト負担」「効果」があるが、特に社内
でデジタル化を進めることができる人材の確保・育成が喫緊の課題となっている。

提 言

• デジタルシフトに適切に対処できるよう、中小企業等に対するローカル５Ｇの導入や運用及び事業者等の利活用促進に対する技術的・
財政的支援の充実を図ること。また、ローカル５Ｇの導入は、多くの企業が持つ共通の課題解決にも繋がることから、技術的支援を拡
充し、横展開の支援を促進すること。

• 国において、地方の中小企業等でデジタル化を進めることができる高度な人材の育成を図るとともに、デジタル実装を図り、生産性を
向上させるために、意欲的な中小企業等が取り組む人材の確保や育成等を後押しする施策への支援を充実すること。

• 都市部や大企業の意欲あるデジタル人材が、その専門性を発揮して地方の中小企業等でデジタル化に取り組むことができ、また企業側
も業種や経営状況に応じて専門人材を容易に確保できるよう、新たな「人材バンク」の構築やデジタル人材派遣制度の拡充を図ること。

効 果

• ローカル５Ｇを活用したスマートファクトリー化により、中小企業の生産現場における品質検査や工程管理の自動化等の課題が解決さ
れ、生産性が向上。また、成功事例を創出・横展開していくことで、地域経済の活性化につながることも期待される。

• 機器等をローカル５Ｇを用いてネットワーク化することで、作業効率が増すとともに、人材育成にも活用することで、人材が不足する
中小企業の生産現場の効率化に寄与できる。

• ５Gをはじめとするデジタル技術を活用しながら、企業においてＤＸを推進していくことで、生産性や付加価値の向上など経営課題の
解決を通じて、地域経済の活性化を図ることができる。
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提 言 ５ 最新ＩＴ技術を活用した行政運営効率化への支援 【総務省】

現 状

• 愛媛県では「行政改革に終わりなし」の認識の下、様々な改革に取り組んでおり、新型コロナへの対応を含め、テレワーク端末や
web会議システムの増強のほか、ＡＩを活用した会議録の作成支援や県民からの問い合わせに２４時間３６５日対応可能な窓口応答
システムを市町と連携して運用するなど、最新ＩＴ技術を積極的に活用した行政運営の更なる効率化に努めている。

• また、昨年度は、業務改革（ＢＰＲ）のモデル事業の実施やチャットツールの試験導入に取り組むとともに、庁内のペーパーレス化を
推進するため、庁内ネットワークの無線化等の執務環境を整備し、デジタルを活用したスマート県庁への転換に向け、行政運営の更な
る効率化のステップアップに努めたほか、全国の他自治体とともに自治体業務の効率化を検討する協議会を設立し、共通する諸課題へ
の検討をともに進めていく枠組みを構築したところ。

• しかしながら、デジタル技術を活用した業務効率化を進めていくには、導入経費やランニングコストの負担が大きいケースが多く、特
に財政基盤の弱い小規模自治体が、この流れから取り残されてしまうおそれがあるほか、各自治体に共通する事務のＩＴ化などは、自
治体が各々に取り組むのは非効率となるケースもあり得る。

提 言
• デジタルによる行政の進化を実現するため、自治体間格差が生じないような財源支援策を講じるとともに、モデル事業の拡充による優
良事例の発掘・横展開の推進を図ること。

効 果
• 行政運営の効率化が実現し、自治体が地方創生に資する取組みに注力できる。

• 職員の働き方改革に資する。



（２）自主財源の確保に向けた制度の見直し
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提 言 ６ 自動車税滞納整理の効率化のための制度見直し 【総務省・国土交通省】

現 状

• ローンで自動車を購入した場合、所有者はローン会社等となるが、完済後も所有権の移転登録がなされないケースがあるため、使用
者が自動車税を滞納した場合、当該滞納に係る自動車に対して差押えができない。

• 自動車税の滞納繰越件数は全体の約７割を占めており、迅速な徴収手続が求められている。

提 言
• ローン完済によって実質的に所有権が使用者に移転していると認められるものについて、職権により登録変更の申請ができるよう制
度改正を行うか、または、税法上のみなし規定により、当該滞納に係る自動車の差押え（公売を含む）が可能となるよう制度改正を
行うこと。

効 果 • 自動車税という地方税の貴重な財源を確保できるとともに、徴収事務の負担軽減・迅速化が図られ、税の公平性が保たれる。
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（３）地方の取組みに対する制度要件の緩和

提 言 ８ 幼稚園等に通園する児童養護施設入所者における副食費の取扱いの見直し 【内閣府・厚生労働省・文部科学省】

現 状

• 幼稚園等に通園する児童養護施設入所者に係る副食費の財源は、通常は県の措置費、多子減免が適用される場合は、市町村からの給付
という違いがあるものの、いずれにせよ全て公費で負担されるにも関わらず、児童養護施設入所者については施設長が「保護者」とし
て整理されるため、副食費の免除に係る多子世帯の判定が必要なところ、長子の入退所が繰り返されたり親権者が異なったりする等の
理由により、判定が煩雑であり、市町村の負担となっている。また、幼稚園においても、給食費の徴収が複雑となり負担となっている。

提 言
• 幼稚園等に通園する児童養護施設入所者に係る副食費については、子どもの数に関わらず、いったん施設負担ののち措置費により補填
する制度となるよう運営基準を見直すこと。

効 果 • 多子判定に係る市町の事務負担や、幼稚園での給食費の徴収に係る負担が軽減される。

提 言 ７ 外国人技能実習制度２号職種への「林業」の追加 【法務省・林野庁】

現 状

• 林業の担い手が不足する中、外国人技能実習制度については、農林水産業のうち林業のみが、技能実習２号の対象とされておらず、
１年での帰国を余儀なくされている。

• 国の補助事業「緑の雇用」新規就業者育成推進事業においても、技術を習得するのに３年かかるとされており、１年間での実習は困
難であることから、林業を技能実習２号職種に追加し、十分な研修を行うことが望ましい。

• なお、これまで、併せて提言してきた「木材産業」については、令和4年度中に改正される見込みとなった。

提 言
• 日本の優れた林業技術を諸外国に普及し、産業活性化や環境保全等の国際貢献を図るため、外国人技能実習制度の２号職種へ林業を
追加すること。

効 果

• 日本の優れた林業技術、高性能林業機械を使用した搬出や、コンテナ苗での緑化技術を実習することにより国際貢献と世界レベルで
の環境保全が図られるほか、優れた労働安全対策（リスクアセスメント等安全対策や安全用具の使用）を学習することにより、罹災
率の低下が図られ、人材の保全に寄与する。

• 加えて、外国人材の活用による、労働力の確保に寄与する。



（４）新たな行政体制のあり方検討
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提 言 ９ 国家的なリスクや課題に対応した行政体制のあり方の検討 【内閣府・総務省】

現 状

• これまでの地方分権改革では、住民に最も身近な存在である基礎的自治体重視の立場から、国と地方の役割分担の明確化や地方への権
限、財源の大胆な移譲や規制緩和を国に対し求めてきたところ。

• しかしながら、東日本大震災では、行政機関や職員自体が被災したことにより自治体機能が停止したほか、今般の新型コロナウイルス
感染症においては、広域的かつ専門的な能力が求められるなど、これらの国家的リスクに対しては、一地方自治体の取組みでは限界が
あることに加え、都道府県の枠組みを越えた広域の課題となっている。

・こうした状況から、国においては、第33次地方制度調査会を設置し、デジタル・トランスフォーメーションの進展及び新型コロナウイ
ルス感染症対応で直面した課題等を踏まえ、ポストコロナの経済社会に的確に対応する観点から、国と地方公共団体及び地方公共団体相
互間の関係その他の必要な地方制度のあり方について、調査審議を開始したところ。

• 今後、地方制度調査会での議論をさらに深め、現在の国、都道府県、市町村の権限のあり方を今一度再定義し、新たな役割分担のもと
で、それぞれの権限を検討し、これまで地方分権改革で進めてきた、国から地方への事務権限の移譲という一方向のみならず、地域の
枠を越えた広域的な連携や国による統一的な事務の執行も視野に入れた、新たな行政体制を構築すること。

提 言
• 急速に進む人口減少、頻発する大規模災害や新型コロナウイルス感染症など、未曾有の事態に対応するため、国、都道府県、市町村の
権限のあり方を再定義し、新たな役割分担に基づいた行政体制の構築を検討すること。

効 果
• 再定義された国と地方の権限のあり方に基づいた、新たな役割分担や都道府県を越えた広域連携により、人口減少、大規模な自然災害、
感染症等のリスクの低減が期待できる。



提 言 10 指定野菜価格安定対策事業における共同出荷割合の引下げ 【農林水産省】

現 状

• 本県は急傾斜地や中山間地域での小規模な生産が多く、また、農家所得の向上のため、需要に応じた多様な販売チャネルによる直接取
引や、６次産業化への取組みの拡大など、一律のまとまり要件を満たすことが難しくなってきている。

• 県内の指定産地数は、平成15年度の26産地から平成28年度には17産地と大幅に減少し、さらに、平成29年度には、さといもの産
地では、共同出荷割合の要件を連続して下回り、事業の対象外となった。

提 言
• 「指定野菜価格安定対策事業」では、農協等への共同出荷割合が全国一律の要件（2/3又は1/2）となっているが、流通が多様化して
いる現状を踏まえ、中山間地域や条件不利地域における小規模産地での共同出荷割合について、地域の実情に応じた低い割合を可能と
すること。

効 果
• 流通が多様化している現状を踏まえた制度に改めることによって、消費者への安定供給を図りつつ、農家所得の安定による産地の維
持・発展につなげることができる。

２ 地域に働く場所をつくり、人を呼び込むために

（１）産業力の強化と成長産業の育成
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提 言 11 高機能素材を活用した産業創出への支援 【経済産業省】

現 状

• 県内企業の参入を促進するため技術者の習熟レベルに応じた人材養成を継続していく必要がある。

• 特にセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）は、まだ高価格のため利用拡大によるさらなる低価格化が求められているほか、製品化・
商品化には、規格の標準化が不可欠であり、木材由来のＣＮＦだけでなく、本県独自の柑橘ナノファイバーなどの地域資源を原料と
したＣＮＦについても同様の取り組みが必要である。

• 産学官が連携した研究開発を推進するためには、最新の研究機器の導入が不可欠である。

提 言
• 県内企業の習熟レベルに応じた人材養成への支援の継続、柑橘など地域資源を原料としたＣＮＦの標準化の推進、ＣＮＦ研究に係る
機器導入に対する助成強化を行い、ＣＮＦ等高機能素材を活用した産業創出に対する支援を強化すること。

効 果

• ＣＮＦや炭素繊維など高機能素材関連産業の創出が促進されることにより、国内経済の活性化につながる。

• 工業製品等への高機能素材の適用など社会実装化が進むことにより、軽量化が図られ、CO2削減等の地球温暖化防止の効果が期待さ
れる。
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提 言 12 海外における日本の地名の商標登録問題への取組強化 【経済産業省】

現 状

• 中国では、『愛媛』が「美しい女性」を意味することもあって、直近５年以内で、１類（化学品等）、３類（化粧品等）、12類（移
動用装置等）、24類（タオル等）、25類（被服等）及び44類（医療設備等）で『愛媛』が登録されたほか、『愛媛』を含む３～４
文字での登録は枚挙に暇がない。

• 食品分野では、県名（「愛媛」）を前面に出したPR活動を行うことから、対抗措置を採っており、平成30年には、29類（動物性食
品等）で2件公告されたことから、それぞれ異議申立てを行い、令和元年に愛媛県の主張が認められたところ。

• そもそも、中国における商標制度において、公知の外国地名は出願が拒絶されるべきものであるにもかかわらず、方式審査・実体審査
を経て公告されたことは、『愛媛』が公知の外国地名として認識されていないと懸念している。

• 特許庁の委託事業により、ジェトロ北京事務所及び交流協会台北事務所に「冒認商標問題特別相談窓口」が設置され、現地法の専門家
が個別相談に対応しており、ジェトロ北京事務所では、日本の都道府県名等に関する商標出願・登録状況を年に４回調査しているが、
中国において公告された場合、３か月の異議申立期間内に対抗措置を採らなければ登録され、登録後に取消審判請求や無効宣告請求等
を行う場合、費用や労力等の負担がかなり大きい。

• 異議申立等の手続を的確に行うために、個々の自治体が継続して情報収集することは困難であり、諸外国にジェトロ等の拠点を有する
国において、２か月に１回程度、情報提供を行うことを求める。

• 中国で『愛媛／Ehime』を29類、31類（青果物等）・32類（清涼飲料水等）で登録、30類（植物性食品等）で出願したほか、国際
的な商標問題に係る対応策の意識啓発等を行っている。

提 言

• 主要な地名（都道府県名等）等について、冒認出願されたとしても拒絶されるよう、公知の外国地名としての認識の徹底を各国に働き
かけること。

• 広告や登録された場合に、自治体が的確に対応できるよう、定期的に情報提供を行うなどの支援措置を講じること。

効 果 • 地名の保護が図られ、地方におけるブランド戦略の推進に資する。
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提 言 13 海事産業への支援の強化 【財務省・国土交通省】

現 状

• 今治市を中心に造船業、海運業、舶用工業など、日本最大といわれる海事クラスターが形成されており、本県の海事産業は、経済の発
展や雇用の安定にとって重要である。

• 海運市況の回復等に伴い、建造需要は徐々に戻りつつあるものの、鋼材など原材料価格の高騰により、足元の建造船収支は急激に悪化
しており、県としても、強い危機意識のもと、地元事業者を通じて動向を把握するほか、地方ならではの知恵と工夫で販路拡大を後押
しするなど、可能な限りの支援に努めている。

• 国内造船所への主な発注元である国内外航海運事業者が国際競争力を確保するためには、令和４年度末に適用期限を迎える主要な海運
税制（特別償却制度・買換特例制度（圧縮記帳）等）の適用期限延長・拡充が極めて重要である。

• 海事産業は、本県の経済や雇用を担う重要な産業であり、その衰退は、直ちに地域の経済や雇用の悪化につながる。

提 言

• 地域の経済・雇用を支える海事産業の振興を図り、地域の持続的な発展につなげるため、国において以下の措置を講ずること。

① 国内造船所での建造促進（海運税制の諸外国との格差是正）

② 低環境負荷や自動運航等の技術開発、デジタル化等による基盤強化の取組みへの支援

③ 人材確保・育成の取組みの推進

④ 公正な市場の確保

効 果
• 船舶の建造による経済波及効果は、船価の約３倍と言われていることから、本要望が実現すれば、本県はもとより、市区町村長の会関
係自治体など、全国各地の経済、雇用の活性化が期待できる。



提 言 14 都市部からの人材確保や関係人口の拡大に向けた対策の強化 【総務省】

現 状

• 第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020改訂版）」では、地域おこし協力隊員を2024年度に8,000人にする目標に向け
て、隊員の受入れ・サポート体制の整備を支援するとされているほか、地方での企業活動を通じた関係人口の創出・拡大など企業と地
方のマッチング機会を充実させるとしている。

• 本県では、地域おこし協力隊ＯＢ組織「一般社団法人えひめ暮らしネットワーク」を令和２年２月に設立し、県内への協力隊員の受入
れを支援しており、また、令和４年４月に組織再編した「公益財団法人えひめ地域活力創造センター」において、県内市町と県外企業
ニーズとのマッチングによる関係人口創出と地域活性化を図ることとしている。

• 令和２年国勢調査では、本県の人口減少率が過去最大の3.64％となるなど、東京圏以外の地方での人口減少の加速化が鮮明となって
いるため、地方の活力維持に向けた大都市圏から地方への人材と企業の流れを拡大する施策を、国の責務として実行することが求めら
れている。

提 言

人口減少が進む地方の活力を維持するため、三大都市圏等からの人材と企業の流れを創出し、地方の持続的発展を推進すること。

• 地域おこし協力隊希望者とのマッチング率向上に向け、一般社団法人移住・交流推進機構の自治体支援機能を強化すること。

• 地方が取り組む地域活性化プロジェクトに従事する「地域プロジェクトマネージャー」の要件を「１市町村あたり１名」から「１プロ
ジェクトあたり１名」とするなどの要件緩和のほか、報償費以外の活動経費も特別交付税措置の対象とするなどの支援拡充を図り、都
市部人材の地方回帰を強力に推進すること。

• 企業人材による地域活性化を促進する「地域活性化起業人」制度を「社員派遣型」の形態に加え、組織単位での企業活動も可能とする
「企業貢献型」を創設し、三大都市圏所在企業が多様な形で地方に関わり、地域課題を解決する仕組みを構築すること。

効 果

• 地方での地域づくりを担う地域おこし協力隊の導入が進むことにより、地域での活動人口が増加し、魅力ある地域が形成されることを
もって、都市部からの若者世代や企業人材の地方回帰の流れの後押しとなる。

• 人口減少下においても地方と都市部企業の関係人口化による継続的な関係が構築されることにより、企業が有するノウハウ等を生かし
た複雑多様化する地域課題の解決など企業の社会貢献活動を通じた地域活性化が図られる。

（２）移住・定住の促進
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・幅 ：20cm
・厚さ：1.5mm
・色 ：青（マンセル値10B6/6）
・材質：溶融式塗料
・滑り抵抗値を75ＢＰＮ以上確保
（アスファルト舗装と同等以上の抵抗値）

・路面標示ピクト（距離・方向を明示）を
主要交差点及び1kmピッチで設置

参考１：ブルーラインの規格
・路面標示ピクト・ブルーライン
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提 言 15 サイクリングコースを案内するブルーラインの規格統一 【国土交通省】

現 状

• 本県では、サイクリングは“健康”と“生きがい”と“友情”を与えてくれるという「自転車新文化」を提唱し、しまなみ海道サイク
リングロードを始めとした「愛媛マルゴト自転車道」28コースの整備を国・県・市町が連携して実施。

• 「愛媛マルゴト自転車道」では、車道の左側にブルーラインを整備し、サイクリングコースや目的地を明示している。

• ブルーラインは、本県のほか、広島県、高知県、和歌山県、富山県、京都府、岡山県、茨城県等においても整備を進めている。

• 四国一周1,000kmルートにおいて、四国４県及び四国地方整備局で連携し整備を進めている。

提 言
• 国内外のサイクリストが国内のサイクリングコースを安心して利用できる環境を整備するため、全国で整備が広がりつつあるブルーラ
インの規格を統一すること。

効 果
• わかりやすくサイクリングコースを明示することで、地図を持たなくても、目的地への到達が可能となる。

• 自転車に対する左側走行の喚起と自動車運転者に対する自転車への注意喚起が図られる。

（３）にぎわいの創出による交流人口の拡大
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○四国一周サイクリングの推進
四国一周サイクリングルート（1,000km）を設定し、四国
４県が一体となって四国一周サイクリングのブランド化に向
けた取組みを実施

○愛媛県・広島県・島根県・鳥取県との広域連携
サイクリングを活用した広域連携事業として、各県が推奨す
るサイクリングルートを接続した広域ルートを設定

・今治・道後はまかぜ海道 [約52.1km]

今治から道後温泉を結ぶルート
・しまなみ海道サイクリングロード [約69.9km]

尾道と今治を結ぶ「サイクリストの聖地」
・やまなみ街道ルート [約187km]

日本海から瀬戸内海まで駆け抜けるルート
・山陰ルート [約70km]

宍道湖温泉駅から大山を結ぶルート

参考：サイクリングによる広域連携の例

四国一周サイクリングルートマップ
しまなみ海道・やまなみ海道・
山陰ルート サイクリングマップ

提 言 16 地方の創意工夫を生かした自転車関連施策の推進に対する支援 【国土交通省・警察庁】

現 状

• 平成29年5月に自転車活用推進法が施行され、国土交通省に設置された自転車活用推進本部において、自転車の活用を総合的・計画
的に推進するため、14項目の基本方針に即した「自転車活用推進計画」が平成30年６月に閣議決定されたことに伴い、本県でもこれ
までの取組みを拡大、深化させるため、平成30年度末に「愛媛県自転車新文化推進計画」を策定したほか、令和元年11月には、しま
なみ海道サイクリングロードが、世界に誇り得るナショナルサイクルルートとして国から第一次指定を受けた。

• 本県では、県内全域で自転車に親しむ「愛媛サイクリングの日」の創設をはじめ、子ども、女性、シニア等幅広い層に対し、サイクリ
ング体験会等を開催するなど、自転車を活用した新たなライフスタイルを提案するとともに、四国各県及び国、民間企業等と連携した
四国一周サイクリングの推進のほか、中国・九州地方の近隣県との広域連携にも取り組んでいる。

提 言

• コロナ禍において自転車の利用価値が見直される中、自転車活用推進計画に基づく地方の創意工夫を活かした自転車関連施策の推進に
向けて、自転車関連予算の総額確保や新たな財政支援制度の創設などの必要な措置を講じること。

• 年齢・性別に関係なく幅広い層が楽しめるスポーツ型電動アシスト付自転車「Ｅ－ＢＩＫＥ」の更なる普及・拡大を図るため、世界的
な基準（日本の仕様よりアシスト力が高い）への規制緩和を図ること。

• ナショナルサイクルルートの海外での認知度・ブランド力向上を図るため、観光庁や日本政府観光局（ＪＮＴＯ）等と連携を強化し、
全面的な支援策を講じるとともに、既に周遊型サイクルツーリズムコンテンツとして定着している四国一周サイクリングルートをナ
ショナルサイクルルートに指定すること。

効 果
• 自転車をきっかけとした交流人口の拡大による地域活性化が図られる。

• 自転車が健康、生きがい、友情を育む、本県提唱の「自転車新文化」の推進が図られる。



３ 出会いの場をつくり、安心して子どもを生み育てるために

（１）子ども・子育て支援の充実
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提 言 17 地方単独で行っている子ども医療費助成の全国一律の制度化及び財源措置 【厚生労働省】

現 状
• 子どもの医療費助成は、県による就学前の乳幼児医療費助成制度をベースに、各市町が独自の少子化対策として上乗せ助成を行ってい
るものであり、県と市町とを合わせた助成により、中学校卒業まで、全市町で自己負担なしとなっているほか、一部の市町においては、
高校卒業まで助成を広げている。

提 言
• 地方が単独で行っている子ども医療費助成について、少子化対策として義務教育修了までの医療費助成を全国一律の制度として創設し、
地方が負担する費用に対し、国が財源措置を行うこと。

効 果 • 国が財源措置を行うことで事業が安定し、少子化対策が図られる。



（２）子どもや親子に安心な環境の整備
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提 言 18 安全・安心な教育環境整備に関する支援 【文部科学省】

現 状

• 公立学校施設整備事業における長寿命化改良事業により、学校施設の老朽化対策は一定の成果を上げているが、補助対象は１校当た
り7,000万円（小規模校は1,000万円）以上の全面的改修のほか、１校当たり3,000万円（小規模校は1,000万円）以上の予防的な
外部改修等であり、計画的に実施される小規模な改修工事等は対象となっていないほか、高等学校は長寿命化改良事業の対象となっ
ていない。

• 学校施設は地域住民の応急避難場所として大きな役割を果たすなど、その安全性の確保は極めて重要であるが、地震防災対策特別措
置法改正法による財政支援の拡充もなく、経年劣化に伴い、新たに対策が必要となる箇所が増加しているなど、財源確保が課題と
なっている。

• 交付金の算定基礎となる補助単価については、資材費・労務費などの変動やＬＥＤ照明、木材利用等の標準仕様の一部見直し等を考
慮の上、適宜、改定が行われているが、実際の工事に要する経費と補助単価に依然として乖離があり、実際の施設整備に見合う額が
交付されておらず、自治体にとって、実質的な超過負担となっている。

• 国では特別支援学校の教室不足解消のため、集中取組期間（Ｒ２～６）として、特別支援学校の施設整備に対する優先的な国庫補助
や補助割合の引き上げ（1/3→1/2）を実施しているが、特別支援学校設置基準（施設・設備）が令和５年４月から施行される中、
教室不足を解消しながら設置基準を満たす施設設備の整備には期間が短く、支援期間の延長と財源の確保が必要となっている。

提 言

• 学校施設の長寿命化改良事業において、公立高等学校についても、公立小中学校施設と同様に補助対象とすること。

• また、公立小・中学校等を含め、学校施設の長寿命化、非構造部材の耐震化について、補助要件を緩和し、計画的に実施される小規
模な改修工事等も対象とするとともに、十分な予算を確保すること。

• 実際の工事に要する経費と国交付金の算定基礎となる補助単価との間に乖離があり、事業費に見合う額が交付されていないため、実
情に合うよう補助単価の引上げを図ること。

• 特別支援学校の整備について、教室不足への対応や特別支援学校設置基準を満たす施設設備を整備するには時間を要するため、補助
の算定割合の引上げ期間延長を行うこと。

効 果
• 地方自治体の負担軽減が図られることにより、長寿命化対策、非構造部材の耐震化等の公立学校の施設の安全性確保等に向けた整備
が一層推進され、児童生徒、地域住民の安全・安心の確保につながる。
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提 言 19 教員の業務負担軽減に関する支援 【文部科学省】

現 状

• 本県では、加配制度を活用して、小学校４年生までの35人学級を完全実施しているが、児童生徒を取り巻く環境が複雑化・多様化し、
学校現場に期待される役割が拡大するとともに、新学習指導要領の円滑な実施も求められる中、学校現場においては実質的な定数の充
実が求められている。

• また、コロナ対応や急進するＩＣＴ教育への対応などにより、教員の業務負担は増大しており、様々な課題に対応しながら教育現場の
加重負担を改善するためには、支援スタッフの配置促進など人員増が不可欠である。

• 加えて、部活動指導は教員の長時間勤務の大きな要因の一つであるとともに、経験のない競技等を指導する場合の心理的負担も大きく、
高校を含めた部活動指導員の配置拡充や部活動の地域移行といった部活動改革の着実な推進が求められている。

• さらに、医療的ケアを必要とする児童生徒が増加傾向にある中、医療的ケア児の健やかな成長を図るとともに、その家族の離職の防止
に資し、安心して子どもを産み育てることができる社会の実現に寄与することを目的とした「医療的ケア児及びその家族に対する支援
に関する法律」が令和3年9月に施行された。

提 言

• 小学校での35人学級が段階的に実現するが、複雑化・多様化する教育課題に的確に対応できるよう、実質的な教職員定数の改善を図
ること。

• スクール・サポート・スタッフや学習指導員、ＩＣＴ支援員などの支援スタッフの配置促進に向けた十分な予算措置や補助制度を構築
すること。

• 働き方改革の鍵となる部活動における教員負担軽減を推進するため、高校の部活動指導員や地域移行についても国の補助対象とするこ
と。また、部活動の地域移行を実効性のあるものとするため、大会への参加資格の見直しなど、関係団体と大会の在り方について調整
を行うこと。

• 増加する医療的ケア児に安心・安全な医療的ケアを実施するため、医師の巡回相談、学校に勤務する看護師や養護教諭等の医療的ケア
に携わる職員が、医療的ケア児の支援に関する正しいノウハウを身につけるための研修に十分な財政支援を行うこと。

• 中教審の答申をはじめ、国が示す働き方改革に関する取組を実施するにあたり、新たに生じる経費負担に対して十分な財政支援を行う
こと。

効 果 • 公立学校教員の業務負担の軽減、長時間勤務の是正が図られるとともに、部活動を含めた教育の質の確保・向上につながる。
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提 言 20 教育の情報化の促進に関する支援 【文部科学省】

現 状

• 教育のＩＣＴ活用は学びのスタンダードであり、１人１台端末は小・中・高一貫して学びに不可欠なツールであるが、高額な端末整
備・更新経費の負担を家庭に求めることは困難であることから、財政力による地域格差が生じることのないよう、高校まで国の支援が
必要である。

• また、ＩＣＴ教育の効果を高めるには、質の高い豊富なデジタル教材の活用や、機器の円滑な活用を支援するＩＣＴ支援員の配置拡充
が不可欠である。

• ＣＢＴシステムは、評価や課題分析等を通じて学びの質の向上と教員の負担軽減に大きく寄与するものであり、全国の学校での日常的
な活用につながるよう県独自の取組に対する支援が必要である。

提 言

• 「ＧＩＧＡスクール構想」を持続可能なものとするため、通信費や保守管理経費等のランニングコストに対する財政支援や、今後の端
末更新時の費用に対する国庫補助について、高等学校を含めた制度設計とすること。

• 義務教育課程における全教科でのデジタル教科書の無償供与を実現すること。

• ＣＢＴシステムを令和の教育のスタンダードなものと捉え、本県独自のシステムのランニングコストやバージョンアップに対する財政
支援を行うこと。

• 授業等でのＩＣＴ機器の効果的な活用のため、ＩＣＴ支援員の配置促進に向けた十分な予算措置や補助制度の創設などを講じること。

• 教員のＩＣＴ活用指導力を向上させるため、研修プログラムの策定等必要な支援を拡充すること。

効 果
• ＩＣＴ環境整備の加速化、目標水準の達成に向けた環境整備が一層、進捗する。

• 児童生徒への２１世紀にふさわしい学びの提供が可能となる。
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提 言 21 ＳＴＥＡＭ教育の推進と情報教育・産業教育の実践 【文部科学省】

現 状

• ＳＴＥＡＭ教育は、高校教育の課題である、授業に対する満足度の低下及び校外の勉強時間の二極化の解決に向けて、生徒の強力な学
ぶ動機付けになり得る。本県においても、文系・理系の枠を超え、データ利活用ができる国際競争力を持った人材を先んじて育成する
ことが必要であるため、早期の推進が求められる。

• 高等学校学習指導要領では、全ての生徒が「情報Ⅰ」を履修し、プログラミング等を学習する必要があるが、本県では他教科を専門と
する教員が情報科を担当しており、プログラミング等に関する教員の指導力向上が急務である。

• 急速に進展する情報技術やグローバル化等に対応するためには、最先端の産業教育設備による高度な技術を生徒に身に付けさせる必要
がある。

• 中学校学習指導要領では、職場体験学習などの勤労観・職業観に関わる啓発的な体験の重要性が示されている。

提 言

• ＳＴＥＡＭ教育の研究に関する補助事業の創設や有効な研究事例等の情報提供、教育の指導力向上のための研修プログラムの充実を行
うこと。また、産学官のコーディネートやカリキュラム開発支援を行うＳＴＥＡＭ教育支援員の配置や、施設設備、教材等の整備・更
新に対する財政支援を行うこと。

• 教員の指導力向上のための研修プログラムの充実を行うこと。

• 最新の産業教育関係施設・設備の充実に対する財政支援を行うこと。

• 職場体験学習に係る保険料、講師派遣等に対する財政支援を行うこと。

効 果
• 中学生段階での勤労観、職業観の育成や、質の高い情報教育・産業教育の実践を通じて、地域の産業界や愛媛の未来を牽引するリー
ダーの育成につながる。
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提 言 2２ きめ細かな不登校対策等に関する支援 【文部科学省】

現 状

• 「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」等を踏まえ、不登校児童生徒に対する学校以外の場
での学習支援の必要性・重要性が高まっている中、経営基盤の脆弱な民間フリースクールの安定的な運営確保に向けた補助制度の整備
が課題である。

• 児童生徒の学校復帰や社会的自立のためには、個々の状況に応じた多様な指導方法、支援形態等を設けることが肝要であり、1人1台
端末を活用したＩＣＴ教育には大きな効果が期待される。しかし、このような取組について、国では委託調査研究に止まり、補助制度
が整備されておらず、また、オンライン授業は授業時数として計上することが認められていない状況である。

• いじめ問題がより複雑化する中、第三者的立場からの調整、解決が一層求められるが、外部専門家の活用に対する国庫補助は令和元年
度で終了している。

提 言

• 児童生徒たちの多様な状況に応じたきめ細かな支援を行うためには、民間のフリースクールとの連携や、相互の協力・補完が極めて重
要であることから、フリースクールの指導内容の充実と安定的な運営を図るため、補助制度を創設すること。

• 校内での個別指導やＩＣＴを活用したオンライン指導等、一人一人の状況に応じたきめ細かな不登校対策の推進が可能となるよう、多
様な取組に対する補助制度を整備すること。

• オンライン授業を授業時数に計上することを認めるとともに、「指導要録上の出席扱い」ではなく「出席」とできるよう制度を改正す
ること。

• 専門的な見地からいじめ問題等を解決するため、弁護士や警察ＯＢなど外部専門家の活用に対する補助制度を創設すること。

効 果
• 不登校児童生徒にとって学校以外の多様で適切な教育機会の確保・充実につながるとともに、専門的な見地によるいじめ問題の早期解
決につながる。



４ 元気な地域をつくり、いつまでも地域で暮らせるようにするために

（１）安心できる環境の整備

22

提 言 23
～西日本豪雨災害を踏まえて➀～
被災者生活再建支援制度の適用拡大 【内閣府】

現 状

• 本県では、被災者生活再建支援法が適用された、平成16年度に発生した風水害や西日本豪雨災害において、同法の対象とならない
半壊・床上浸水の被害に対し、県独自の制度で市町と連携して支援金を支給した。

• 同一の災害による被害でも、自治体間で支援金の支給に関する不均衡があり、近年では、平成24年５月に茨城県及び栃木県、同年
９月に埼玉県及び千葉県で、それぞれ竜巻による甚大な被害が発生したが、市町村境などで発生した被害では、市町村又は都道府県
の全壊世帯数の違いにより、支援対象となる自治体と支援対象とならない自治体が存在した。

提 言

• 「被災者生活再建支援制度」では、適用対象が中規模半壊以上に限定されているが、半壊や床上浸水の被害でも、日常生活に大きな
支障が生じているため、適用対象を拡大すること。

• 同じ災害で複数市町にまたがる被害でも、住宅全壊被害が10世帯未満の市町村に居住する被災者も支援金の支給対象とすること。

効 果 • 大規模災害時に、支援対象の拡充及び自治体間での不均衡の是正がなされ、被災者の生活再建が一層促進される。

提 言 24
～西日本豪雨災害を踏まえて②～
店舗等の非住家の被害認定に係る指針の明確化 【内閣府・消防庁】

現 状
• 店舗等の非住家の罹災証明書が、中小企業等グループ補助金、信用保証などの各種支援制度や地震保険の適用に必要となっているに
も関わらず、非住家については、被害認定に係る基準が定められていないため、判定に多大な時間と労力が必要となっている。

提 言 • 店舗等の非住家の被害認定に係る指針等を明確にすること。

効 果 • 各種制度の早期適用が可能となり、店舗等の早期復興が図られる。
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提 言 25
～西日本豪雨災害を踏まえて③～
防災情報の収集伝達システム整備に係る財政措置の拡充 【内閣府・総務省・国土交通省】

現 状

• 西日本豪雨災害においても、交通や通常の通信手段が途絶した場合などにおける災害情報の住民への確実な伝達や収集、県・市町等
関係機関間の連絡手段として、デジタル同報系防災行政無線をはじめとする災害情報の収集伝達システムの整備が不可欠と認識され
たところ。さらに、南海トラフ地震対策を推進するうえで、山間部や島しょ部を多く抱える本県にとっては、多額の経費を要する市
町の同報系防災行政無線のデジタル化（特別強化地域である宇和海沿岸５市町では宇和島市で未整備。県内全市町では整備済は1４市町の

み。）や高機能化は喫緊の課題となっている。

• 刻々と変化する気象状況に対応して避難勧告等を発令する市町に、気象情報を様々な手段で分かりやすく提供していくことも課題と
なっている。

提 言
• 防災情報の住民への確実な伝達や収集、国・県・市町等関係機関間の連絡手段として、デジタル同報系防災行政無線をはじめとする
災害情報の収集伝達システム整備や機能強化に係る財政措置を拡充すること。

効 果
• 国が防災情報の収集伝達システム整備や機能強化に対する財政支援を拡充することで、防災情報の住民への確実な伝達や被害状況の
把握、応急対策のための関係機関間の迅速・的確な連絡体制の構築が可能となり、多くの県民の生命を守ることができるとともに、
減災効果も期待できる。

提 言 26 離島航路に係る対象航路の拡大 【国土交通省】

現 状

・本県の島しょ部における離島航路については、地域の重要な生活航路であるにもかかわらず、他に代替手段のない唯一航路ではないこ
とから国庫補助の対象外となっている航路があり、関係自治体による船舶の無償貸与や運航欠損への補助金支出等が行われている。

・人口減少や近隣自治体が架橋で本土と接続されたこと等により利用者の減少が続き、運航欠損が拡大する中、地元自治体の財政負担も
重くなり、減便で対応せざるを得ない状況が生じるなど地域住民の生活にも影響が出ている。

提 言
• 地域が維持すべきと認める生活航路については、他に代替手段がない航路に限るという要件を緩和し、唯一航路に準じて国の補助対象
として認定すること。

効 果
• 地域の重要な生活航路について、離島航路に係る対象航路の要件を緩和し、国庫補助対象とすることで、海上交通を通学・通院等のた
めに利用する交通弱者の足が安定して確保される。
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提 言 27 離島振興法の改正・延長 【国土交通省】

現 状

• 本県は、離島振興法に基づく指定離島を９地域79島（うち有人島31島）有する全国有数の離島県である。

• 離島地域は、国土の保全や海洋資源の利活用、水産物の供給等の面で重要な役割を果たすとともに、豊かな自然環境や特色ある伝統
文化等により、癒しやゆとりを提供する役割を担っている。

• 一方で、離島固有の地理的条件等により、産業、交通、医療など様々な分野で、依然本土との格差が存在し、県平均を上回る人口減
少や高齢化により、地域の活力低下も深刻であることから、引き続き、法律に基づく地域振興策を強力に推進していく必要がある。

提 言
• 離島振興法を改正・延長し、国の責務として地域に根差した総合的な離島振興策を図ることを明記するととともに、島民が安心して
住み続けられる環境の整備や、移住・交流の促進に資するソフト・ハード対策等の離島振興施策を一層充実させること。

効 果 • 医療・介護従事者の確保対策や、定住人口・関係人口等の増加対策などへの支援拡充が図られ、離島地域の振興に資する。



提 言28 ドクターヘリの運航に係る新たな支援制度の創設及び医療提供体制推進事業費補助金制度等の改善 【厚生労働省】

現 状

• ドクターヘリの運航に係る国庫補助制度としてドクターヘリ導入促進事業（医療提供体制推進事業費補助金）があるが、格納庫賃借
料、ドクターヘリに持ち込み使用する医療機器に係る点検保守等の「維持管理経費」及び搭乗医師・看護師の持続的な人材育成を図
る寄附講座の「人材育成経費」などについては補助対象外経費とされている。

• 国はドクターヘリ導入促進事業について100％配分したとはいえ、補助金全体の交付率は7２.7％に止まっており、ドクターヘリの
運航費を確保するには、他の事業を削減し充当せざるを得ない状況。

• 医療提供体制推進事業費補助金は、救急医療や周産期医療など、地域医療の推進に不可欠な補助金であるものの、補助金総額が補助
基準額を大幅に下回る状況が続いており、事業の縮小や中止、県費での補填を余儀なくされている。

提 言

• 地方の財政負担が大きいドクターヘリの運航に係る財政措置を充実すること。

• 医療提供体制推進事業費補助金について、ドクターヘリ導入促進事業はもとより、その他の事業についても、補助基準額に応じた交
付が確実になされるよう、法律補助とするなど、補助金制度の改善を図ること。

• 同補助金の多くの事業が地域医療介護総合確保基金に移行されたことから、同基金の配分に当たっては、都道府県の意向を十分に踏
まえるとともに、地域の実情に応じて柔軟に活用できる制度とし、将来にわたって十分な財源を確保すること。

効 果
• 補助基準額に応じた予算額を確保することで、ドクターヘリ導入促進事業及びその他の事業について、地方に対する過重な負担の解
消につながる。
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提 言 29 災害医療従事者の育成に係る財政支援制度の創設 【厚生労働省】

現 状

• 東日本大震災以降、ＤＭＡＴ及び医療救護班に対する期待・関心は高まってきているが、平成28年熊本地震では、発災直後から救護
班の支援開始まで、ＤＭＡＴの活動が長期化したことや、橋梁や主要道路が損壊することにより、被災地外からの支援に混乱が生じる
など、ＤＭＡＴの拡充や地域バランスを考慮した体制整備が大きな課題となっている。

• 本県では、国が実施する日本ＤＭＡＴ養成研修を活用して計画的なＤＭＡＴの育成に取り組んできたが、受講枠に限りがあること（愛
媛県は年3回の受講枠）や、県外での受講は受講者や所属病院に負担が大きく、ＤＭＡＴの拡充等が困難な状況。

• また、日本ＤＭＡＴを保有する医療機関は、ＤＰＣ制度（包括医療費支払制度）の加算項目の対象となっており、平時から携行機材の
整備や研修・訓練の参加等に係る経常的な費用の負担軽減が図られているが、都道府県ＤＭＡＴを保有する医療機関は加算項目の対象
外となっている。

提 言
・地域で持続的にＤＭＡＴ等の災害医療従事者の育成が図られるよう、恒久的かつ柔軟性の高い財政支援制度を整備すること。

・ＤＰＣ制度（包括医療費支払制度）の地域医療指数の加算項目に、「都道府県が要請するＤＭＡＴの保有」を加えること。

効 果
• 都道府県によるＤＭＡＴ養成研修や技能維持研修等の実施により、災害医療従事者等を確保し、大規模災害時の円滑な対応が可能とな
る。

提 言 30 地方単独医療費助成に対する国庫負担金等の減額措置の廃止 【厚生労働省】

現 状

• 全国の自治体では、子育て家庭の経済的負担の軽減等を目的に、子どもの医療費の自己負担への補助や、社会的弱者のセーフティネッ
トとして障がい者の医療費の自己負担への補助といった地方単独の医療費助成を実施している。

• 国は「安易な受療を招き、医療費を増加させる」として、全国で約410億円の国庫負担金等を減額調整している。（未就学児の医療費
助成に係る減額調整措置（約75億円）については、平成30年度から解消）

• 地方が実施している医療費助成の取組みは、本来国策として行うべきものであり、国庫負担金等の減額調整措置は、国に代わって少子
化対策等に取り組む地方の努力に反するものであり、財政運営の厳しい国保の財政安定化を阻害している。

提 言
• 地方自治体が子どもや障がい者等に対して独自に医療費を助成した場合、国民健康保険に対する国庫負担金等を減額調整する措置につ
いて、全国的に導入が進み標準的となっているものについては直ちに廃止すること。

効 果 • 国庫負担金の減額調整措置を全面的に廃止することで、全国で約410億円の地方負担が解消され国保の財政基盤強化につながる。

26



提 言 32 発達障がい早期支援体制の充実 【厚生労働省】

現 状

• 発達障害者支援法において、市町村は、乳幼児健診等において児童の発達障がいの早期発見に十分留意する責務が課されている。

• しかし、法定の１歳半健診や３歳児健診のみではその発見が困難な場合もあること等から、５歳児においても健診や相談を行う動き
が全国的に広がりをみせているが、財政支援策が講じられていないことから、一部の自治体にとどまっている。

提 言
• ５歳児健診における発達障がいの発見に係る取組みの経費を国庫補助事業に位置付け、発達障がいの早期発見に係る取組みを強化す
ること。

効 果

• 早期に適切な支援を受け周囲の環境が調整されることで、健全な自己肯定感の形成と二次障がいを防ぐ効果が期待される。

• 発達障がいの早期発見について一義的な責務を持つ市町村の取組みを支援することで、保護者が安心して子育てができる環境整備に
つながる。
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提 言 31 届出による救急医療病床の設置 【厚生労働省】

現 状

• 病床不足から入院を要する重症患者への救急医療ニーズに対応できず、救急医療体制の維持が困難な事例が発生している。

• 救急医療に係る病床等については、厚生労働大臣の同意を得れば、病床過剰地域においても新たな病床を設置できる「特例病床制
度」はあるが、大臣同意に時間を要することから支障を来している。

• 診療所の病床については、平成30年度より救急医療に係る病床を都道府県知事への届出により設置できるが、救急告示病院の病床に
ついては届出による設置（増床）はできない。

提 言
• 病床過剰地域において、救急医療に係る病床を新たに設置しようとする場合は、地域の実情に合わせ迅速に対応できるよう、都道府
県知事への届出による設置を可能とすること。

効 果
• 厚生労働大臣の同意を廃止することで、救急医療を維持するために必要な病床を速やかに整備することができ、地域の実情に応じた
救急医療提供体制の安定的な確保が可能となる。
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提 言 33 外国人介護人材の確保に関する各種制度等の要件の緩和 【厚生労働省】

現 状

• 外国人介護人材の受入れは、経済連携協定（ＥＰＡ）、「入管法に基づく在留資格『介護』」、「技能実習制度『介護職種』」に加
え、平成31年４月に新たな在留資格「特定技能１号『介護職』」が追加されるなど、全国的に外国人介護人材の活用が進んでいる。

• 外国人介護人材の受入れに当たり、各種制度の趣旨に沿った適正な対応が必要であるが、不足する介護人材の確保に繋げるためにも、
外国人介護人材を地方であっても確実に受け入れできる仕組みづくりや、受入れの拡充に向けて、各種制度の受入れ要件の緩和をは
じめ、介護福祉士国家資格の取得促進や、日本語や介護技術習得等に対する環境整備を進めていく必要がある。

提 言

• 外国人介護人材が都市部のみに一極集中しないよう、全国的に受入人数等を調整できる仕組みを構築すること。

• 経済連携協定（ＥＰＡ)の各国の受入人数枠を拡大するとともに、東南アジア各国など受入対象国も拡大すること。

• 「技能実習生」や「１号特定技能外国人」が介護福祉士国家資格を取得するために必要となる実務者研修（450時間）の受講支援を
行うこと。

• 外国人介護人材が国家資格を取得しやすくするため、国家試験において英語等での受験を可能とすること。

• 外国人介護人材が受入施設等で安心して研修等に専念できるよう、日本語や介護技術等の習得支援をはじめ、生活面での相談支援等
のサポート体制の一層の充実を図ること。

効 果
• 受入人材の都市部への偏在を防ぎ、各種制度による受入人数の拡大と、受入人材の資質向上を図ることにより、介護現場における介
護サービスの向上と、本県における良質な介護人材の確保につながる。
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提 言34 原発の円滑な廃炉に向けた各種措置 【経済産業省】

現 状

• 我が国では伊方発電所と同型の加圧水型原子炉の廃炉実績はなく、初めての経験となることから、様々な課題が出てくるおそれがあ
る。

• 原発の廃炉・解体に伴い発生する廃棄物のうち９割以上は放射性物質を含まない一般の産業廃棄物であるが、原発から発生する廃棄
物というだけで再利用や処分が困難となることが予想される。また、低レベル放射性廃棄物は、放射能レベルに応じて浅地中トレン
チ処分、浅地中ピット処分、余裕深度処分を行うこととされているものの具体的な処分先が決まっていないなどの課題があり、円滑
に廃炉が進まないおそれがある。

• 原発の廃炉・解体等を行うためには、運転により発生した使用済ＭＯＸ燃料を含めた使用済燃料を当該原子炉の使用済燃料プールか
ら移動させることが必要となる。しかしながら、使用済燃料の保管については、各原発の使用済燃料プールが、数年で満杯になるも
のが多く、さらに、プールが満杯になっても持っていく所がないという、逼迫した状態である。これは、六ヶ所再処理工場が稼働し
ていないこと、使用済ＭＯＸ燃料の処理・処分の方策や高レベル放射性廃棄物の最終処分場がいまだに決まっていないことなどが原
因である。

提 言

• 安全な廃炉にはさまざまな分野の技術の集積が必要であることから、加圧水型原子炉に広く適用できる廃炉技術研究を伊方発電所に
おいて実施すること。

• 原発の廃炉・解体等に伴い発生する廃棄物等の処分については、発生者責任という原則を基本に、原子力事業者が取組みを進めるこ
とは当然であるが、安全性や必要性について、国民に対して十分な説明に努め、理解を深めていくなど、エネルギー政策を司る国と
して積極的にサポートすること。

• 原発の廃炉・解体等を行うためには、運転により発生した使用済燃料を当該原子炉の使用済燃料プールから移動することが必要とな
ることから、原子力発電をエネルギー政策の柱としてきた国は、使用済燃料の保管、中間貯蔵、再処理、高レベル放射性廃棄物最終
処分に対して、前面に立って取り組むとしているが、使用済ＭＯＸ燃料の処理・処分の方策を早期に決定し、確実に対策を進めるよ
う、今まで以上に国が責任を持って取り組むこと。

効 果

• 四国電力が設置している廃止措置研究に係る検討会に国が参画しているところであるが、より一層、国が積極的に関与することで加
圧水型原子炉の廃炉技術が確立される。

• 原発の廃炉解体に伴い発生する廃棄物の処分先が決定されるとともに、使用済燃料の搬出・処理先等が整備されていくことにより、
円滑な廃炉が進められる。
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提 言 35
資源循環の促進に向けた取組の強化

【環境省・内閣府（消費者庁）・文部科学省・厚生労働省・農林水産省・経済産業省・国土交通省】

現 状

• 海洋プラスチックごみや食品ロスは、近年、国際的に大きな環境問題とされ、国連「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」においても
削減目標が掲げられている。

• 全国第５位の海岸線の長さを誇る海洋水産県である本県において、海洋ごみは非常に重要な問題である。令和３年度に本県が実施し
た調査において、愛媛県南予地域の立入困難海岸563箇所で、漁具やペットボトルを含む軽トラック３万２千台分と推計される膨大
な量の漂着ごみが確認された。海洋ごみは、水産業や観光業等に深刻な影響を及ぼしているほか、海岸保全施設の管理にも支障をき
たしている。

• 海流・潮流や風などにより県境を越えて移動する海洋ごみは、漂着地点の都道府県民等が原因者となったものとは限らず、国が責任
を持って取り組むべき広域的な問題であることから、環境省においても高率補助制度（補助率7/10～9/10）が設けられているもの
の、当該補助金の内示は要望の7割程度にとどまっており、必要な対策がとれていない。

• 回収・処理は、長期間にわたり継続的に実施するとともに、不法投棄防止対策を含めた発生抑制や啓発・環境教育の充実等が必要で
あり、全国知事会等では全額国庫負担の要望もされていることも踏まえ、地域の実情に応じた適切な対策が進められるよう国におけ
る財政支援が不可欠である。

• 食品ロスの削減は、喫緊の課題として、国民運動として取り上げられており、食品の生産、製造、販売、消費の各段階で主体的に取
り組み、社会全体として、食べ物を無駄にしない意識の醸成とその定着を図っていくことが重要である。

提 言

• 大型漁具等処理困難物の処理技術の開発とともに、マイクロプラスチックに関する調査研究を含む発生抑制策を講じること。

• 海洋ごみの回収・処理を継続的に実施するための十分な予算を確保するとともに、国土交通省、農林水産省においては、災害時の補
助制度だけでなく、海岸管理者等が平時から活用できる制度を創設すること。

• プラスチックごみ等の陸域から海洋への流出防止のため、川ごみの回収・処理を支援する新たな制度を創設すること。

• プラスチックごみの削減につながる取組の強化や３Ｒの推進等のほか、代替素材・製品の技術開発や販路開拓等を支援すること。

• 市町が行う食品ロス削減推進計画の策定や、食品ロス実態調査への支援を強化すること。

• フードバンク活動の定着・促進を図るため、フードバンク活動団体への恒久的な財源措置を講ずるとともに、善意で寄付した食品や
外食時の持ち帰り食品による事故の責任を問われない免責制度を創設すること。

効 果
• 県民、事業者、行政等、様々な主体が一体となり、地域全体で、資源の循環の促進、資源消費の抑制を図り、環境の課題解決のみな
らず、経済・社会的課題も同時解決し、環境への負荷が低減される持続可能な循環型社会（地域循環共生圏）の形成につながる。
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提 言 36 家畜伝染病に対する防疫体制の強化 【農林水産省】

現 状

• 豚熱については、野生イノシシでの感染拡大等により、予防的ワクチン接種を36都道府県で実施するなど、いまだに終息が見えない
ことから、更なる野生イノシシのコントロールや予防的ワクチン接種などの、発生予防に必要な予算の十分な確保が必要。

• 現状ではワクチンや治療法が存在しないアフリカ豚熱が近隣アジア諸国で猛威を振るうなど海外悪性伝染病が身近に迫っていること
から、国際線が就航する地方空海港も含めた水際対策の強化が必要。

• 令和3年12月から1月にかけて本県で発生した高病原性鳥インフルエンザへの対応については、約36万羽の大規模事例であり、年末
年始に重なったことから、防疫資機材の調達に支障が生じたほか、再発に向けて早急に資機材を確保する必要が生じた。ついては、
国における備蓄の充実など広域的な支援体制の強化が必要。

• 人員確保については、県を中心に、市町、関係団体、警察、自衛隊等の職員を動員して対応したが、複数発生する等の事例が生じた
場合、通常業務にも支障が生じる懸念がある。また、豚熱ワクチン接種を進める中で発生したため、家畜防疫員等が不足し、接種の
継続実施に苦慮する事態が生じた。ついては、家畜伝染病が同時多発する事態や、大規模農場で作業が長期化する事態等も考慮し、
持続的に対応可能な防疫体制の構築が必要。

• 家畜伝染病の発生に際し迅速かつ的確な活動を行う防疫拠点として、家畜衛生保健所の機能を強化する必要があるが、現在、消費・
安全対策交付金の補助対象は高度バイオセキュリティ対応施設の設備等に限られ、施設全体の整備は対象外となっている。

提 言

全国で頻発する家畜伝染病に対する防疫体制を強化すること。

（1）家畜伝染病の侵入・まん延防止に向けた対策の強化
• 豚熱ワクチン接種推奨地域で実施する、発生予防対策等に必要な予算額を確保すること。
• 家畜防疫の水際対策や国における防疫資材備蓄等の広域的な支援体制を強化するなど、持続的に対応可能な防疫体制の構築を図るこ
と。

（2）家畜保健衛生所の機能強化に対する支援の強化
• 家畜伝染病の防疫拠点である家畜保健衛生所の機能強化のため、補助対象を拡充すること。

効 果 • 家畜伝染病や生産性を低下させる慢性疾病対策が充実・強化されることで、地域での家畜衛生レベルの向上が期待される。
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提 言 37 複数の都道府県をまたがる産業廃棄物収集運搬業等の許可 【環境省】

現 状

• 近年、複数の都道府県をまたがって事業活動を行う産業廃棄物収集運搬業者のために、許可申請書類の様式の全国統一化を求める動
きがあるが、産業廃棄物収集運搬業及び特別管理産業廃棄物収集運搬業については、自治体ごとの許可を要することとなっているこ
とから、事業範囲が複数の都道府県にまたがる場合、それぞれの都道府県ごとに許可を要し、事業者にとって事務手続や経費にかか
る負担が大きい。

• 行政処分を行う場合、他の自治体の行政指導状況等も把握する必要があるが、情報収集が困難であり、効率的な事務手続となってい
ない。

提 言
• 産業廃棄物収集運搬業及び特別管理産業廃棄物収集運搬業の事業範囲が複数の都道府県にまたがる場合の当該許可については、主た
る事務所を所管する都道府県を経由して、環境省（地方環境事務所）が行うこと。

効 果

• 事業者にとって書類作成に係る業務負担及び経費(手数料)の削減を図ることができるとともに、自治体にとっても、事務負担の軽減
を図ることができる。

• 廃棄物処理法違反の発覚時等において、国主導のスピーディーな対応が可能となる。


